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小型延縄漁具における魚類の釣針別

摂餌反応に関する実験的研究－１

釣針５本付け漁具による実験結果について＊

盛田 友弐
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２）Butinsomeexperimentsinwhichthemainlineofthegearwasshortened,theformation
ofakindofcatenarywasobservedintheline》ａｎｄｔｈｅｍｏｒｅｔｈｅｍａｉｎｌｉｎｅｓｈｏｒｔｅｎｍｇ
lncreasedjneal､bothendsofthemainline,ｔｈｅｌｅｓｓｂｅｃａｍｅｔｈｅｅａtingreactiontothehook、

３）Themaincauseoftheabovementionedfactwasconsideredtobeattributｅｄｔｏｔｈｅｓｈｉｆｔ－

ｍｇｏｆｅａｃｈｈｏｏｋｉｎｔhecatenaryformedmainline．

まえがき

マグロ延細漁具の幹細の水巾形状については,既に吉原（1951)'),盛田（1955)2)，及び

柴田（1962)3)らによって明らかにされており，外部より影響のない場合には，その幹細が通

常Catenary形状をなすと言われている．また，このような幹細の形状に基いて，各釣針の

配置状態が釣針別にマグロ類の摂餌反応を変え，釣針別漁盤差の原因になるのであろうと盛

田（1961)4),5)は推論している．

本論ではこのような魚類の釣針別摂餌反応について実験的な検討を試みたのである．今回

の実験は，小型延細漁具を試作し，桜島水族館の付属釣堀中において，その漁具の幹細を短

縮させ,幹細の水中形状を種々変えることによる各釣針に対する魚類の摂餌反応の相異につ

いて観察検討したのである．

実験漁具と供試魚

実験漁具：実験に使用した漁具は小型な釣針５本付け延測であり）その構造の概要は

Ｔａｂｌｅｌに示すようである．釣針は鋼製丸型８号を用いた．

＊本報は昭和39年２月マグロ漁業研究協議会において発表した．
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Table1．Constructionofexperimentgear．供試魚：実験の対象魚は釣堀の内

に自然に棲息するアジ*フセホシスズメ
PartoflonglineMaterialforlineLength(c、）

－－ダイ＊*，クロホシイシモチ**＊及び生
Ｍａｉｎｌｉｎｅ Ｃｏｔｔｏｎ２０Ｓ２ｘ２９０

賛内のサバを用いた．なお，アジ***＊
Floatline〃８

は専用の釣堀中に遊泳するものであり，
Ｂ ｒ ａ ｎ ｃ ｈｌｉｎｅ〃８

サバは，その供試魚が少なかったので，
InterValof

〃ｌ５
ｅａｃｈｂｒ ａｎ ｃｈ あら かじ め竹龍の生賛内に飼育したも

のを利用した．またフセホシスズメダ

イとクロホシイシモチとは釣堀の石垣の内外付近に極めて自然に共棲しているものを供試魚

とした．

実験方法

実験に当っては実験用の小型延細漁具３鉢分を連結し，いずれの細鉢も一定の短縮率を保

持するようにして投細した．そうして，その漁具の内中央の細鉢について釣針１本ごとにあ

らかじめ観測分担者を決めて，各釣針の餌に対する供試魚の摂餌回数をそれぞれの分担者に

観察計測させたのである．この場合の摂餌回数は，供試魚が極めて自由に釣針の餌を選択し

て喰い付いて離れる動作を１回と数え，その動作が観測時間内に繰り返された回数である．

また，この実験は幹細の短縮率と供試魚の種類とをそれぞれ種々 変えて行い，同一の実験は

通常３，４回繰り返して実施したのである．なお，季節的に魚類の摂餌生態の差異も考えら

れるので，上記の実験は６月～10月の間に適宜時季をずらして行った．

実験の結果

実験結果の資料は供試魚ごとにその実験期日と短縮率別に区分して整理し，Ｔａｂｌｅ２に示

した．この場合，同一実験の資料はその実験時間と釣針別の摂餌回数とそれぞれ集計し，こ

れに基いてその総摂餌回数に対する各釣針の摂餌回数の割合を算出して百分率で表示した．

しかして，この実験結果は，Ｔａｂｌｅ２に示されるように延細漁具の幹細中央部にある３番

の釣針に対する供試魚の摂餌回数が最も多くなっており，その幹細の両端近くの釣針になる

に従って,その釣針に対する摂餌回数が少なくなっている．また，Fig.１に示すように幹細

の短縮が途次増加するに従って，その中央部３番の釣針に対する摂餌回数の割合は次第に大

きくなっており，幹細両端の釣針に対するそれは減少の傾向となっている．しかるに，実験

漁具の幹細がほとんど短縮することなく，直線状に張っている場合には，各釣針に対する摂

餌回数は，それぞれの差が少なく，ほぼ平均化しているようである．

以上のような延細漁具における釣針別の魚類の摂餌反応は，いずれの魚種を供試魚とした

場合でも，また，実験期日の如何にかかわらずほぼ同様な実験傾向となっている．
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考察

今回の実験目的は延紬漁具における各釣針に対する魚類の摂餌回数の相異についてその原

因を論究することであり，このため延細漁具の水中形状や供試魚の種類などの各種条件によ

る釣針別摂餌回数の差異について前述のような実験を行ったのである．

その実験結果によれば，延細漁具における各釣針に対雫する魚類の摂餌回数は，その幹細が
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直線状に張っている場合にはほぼ平均化しているのであるが，その幹細の短縮が途次増加す

ると必然的にその釣針別摂餌回数の差が次第に大きくなっているようである．

F１ａｇ

Fig.２．Ｓｈｏｗｍｇｆｏｒｍｏｆｃａｔｅｎａｒｙｏｆｌｏｎｇ－ｌｉｎegear．

しかして，延棚漁具において幹細を短縮すると，その幹細はCatenary形状またはそれに

近い形状となり，幹細上に等間隔に結許されている枝細と釣針とはFig.２に示されるよう

に空間的にそれぞれ異なった配置となっている．ゆえに，このような各釣針の配置において

幹細の両端に近い釣針はその幹細や隣接細鉢の枝細，幹純と互に近接することになり，その

釣針に対する魚類の摂餌反応はその周囲の細類などの配置状態によって阻害される結果にな

ると考えられ，このことが幹細の短縮による釣針別摂餌回数の相異の主な原因となっている

と思考する．また，幹維の短縮が次第に増加すると，その幹細の両端に近い釣針は周囲の細

類に増々近接し，その影響によって釣針に対する魚類の摂餌障害度も逐次大きくなるので，

その釣針に対する魚類の摂餌回数も減少するようになるものと思われる.しかし，この場合，

幹細中央部の釣針に対しては，周辺の細類の影響がほとんどなく，その摂餌害度も余り変ら

ないので，その釣針に対･する釣針別摂餌回数の割合はむしろ増加するようになるものと思考

する。なお，延細漁具の幹細が水中において短縮することなく直線状をなす場合には，各釣

針はいずれも幹細上において形状的に同じ状態となっているので，釣針に対する魚類の摂餌

反応ついても各釣針はほぼ同様な条件を保持するようになる，ゆえに，供試魚の分布密度が

一様であれば，各釣針に対する摂餌回数はほぼ平均化するようになるものと思考する．

また，今回の実‘験では魚類の生態的な理'１１に基く原因を検討するため，供試魚の種類を替

え，実験の時季をずらして，前述のような実験を種々行ったのであるが，そのいずれの場合

においても，Ｔａｂｌｅ２に示されるように延細漁具の各釣針に対する魚類の摂餌反応の現象は

ほぼ同様な傾向になっている．すなわち，このような現象は，特定魚種の個有な習性や魚類

の季節的な摂餌生態などに原因するものでなく，前記のような延細漁具そのもの構造に基く

幹細の水中形状に起因するものであると考えるのが妥当である．

以上，今回の実験結果から推論すれば，マグロ延細漁具などにおける必然的な釣針別の漁

挫差は，漁場現場におけるその幹仙の必然的な短縮による水中の細成りに起因するものであ

ると考えるのが妥当であろう．

しかして，浮延細漁具が漁場において投入されている場合には，その漁具は通常極めて''１

然に放慨されているので，その幹細は常にある程度短縮しており，水中においてはぼぼ
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Catenary形状をなすのが普通である．ゆえに，前述のような延細漁具における釣針別摂餌

回数の差異はほとんど必然的な現象であると考えられるので，今後これに関する研究は延細

漁具の構造そのものについて充分検討し，釣針数や釣針の配置などの異なった構造の延細漁

具を試作して実験を重ねる必要があると考える，

摘 要

今回の実験結果によれば，延細漁具において幹細が常に緊張している場合には，その漁具

の各釣針は，いずれも幹細上で形状的に同じ状態となり，魚類の摂餌反応の条件もほとんど

同様になるので，各釣針の摂餌回数がほぼ平均化するようになるものと思考する．しかし，

その幹純が短縮すると，水中でほぼCatenry形状をなし，幹細の両端近くの釣針は周囲の

細類に近接するようになり，その釣針に対する摂餌障害度を増すので，その摂餌回数が減少

するようになったものと思考する．なお，この減少傾向は，釣針が細端のものになるほど，

また，幹細の短縮が増加するほど顕著になるようである．

更に，魚種別，時季別の実験結果によれば，このような各釣針の摂餌現象は，いずれの場

合も同様な傾向となるので，魚類の生態的な理由によるものでなく，延純漁具そのものの水

中における状態に原因するものであると思考される．

終りに臨み，この実験を遂行するに当り多大な御協力を賜った桜島水族館長の中原官太郎

氏及び松井，桂，古賀，野村の諸君に深く感謝の意を表する次第である．

l）

2）

3）

4）

5）
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